
「国際ビジネス」年間学習計画（シラバス）
流通ビジネス研究委員会

教　　 科 学　　 科 学　　 年 類　　 型 組 単位数

商　　 業 商　　 業 2 2

使用教科書 国際ビジネス （実教出版）

副　 教　 材 国際ビジネス問題集

準　 備　 物 教科書、ノー ト、問題集

1　授業の概要

○　国際的なビジネスに必要な経営・経済の基礎的知識を、具体的事象や事例を通して学習します。

○　国際社会の一員として国際的ビジネスの諸活動をとらえ、それら諸活動に対して望ましい判断を

することができる力を養います。

○　企業経営・経済事象などをグローバルな観点から学びます。

2　学習目標

○　グローバル化が進むビジネス社会において、自ら日々の国際経済動向に関心を持ち、ビジネスの

国際化を考察する力を身に付けます。

○　国際社会の一員として、国際的ビジネスの諸活動で活躍できる力を身に付けます。

○　国際的なビジネスに必要な企業経営・経済事象などをグローバルな観点から考える力を身に付け

ます。

3　学習の心得

○　教科書の基本的な用語をノートに整理し、英語表記と合わせて理解を深めましょう。

○　新聞・テレビ等のマスメディアによって最新の情報を収集するよう心がけましょう。

○　基本的かつ重要な問題演習を反復することにより、学習内容を確実にマスターし、知識の定着を

図りましょう。

4　学習評価と評価方法

観　　 点 観　 点　 の　 内　 容 評価方法

①関心 ・意欲 ・態度

企業の経営、経済活動に関する諸問題について関心を 自己評価

もち、積極的に学習に取 り組むことができる。 ノー ト

②思考 ・判断

企業の経営、経済活動に関する諸問題の解決について 自己評価

自ら考え、基礎的 ・基本的な知識 と技術を活用して適切 定期考査

に判断することができる。

③技能 ・表現

企業の経営、経済活動に関する基礎的 ・基本的な技術 課題 レポー ト

を身に付け、国際的なビジネスの諸活動を適切に処理し、

その成果を的確に表現できる。

④知識 ・理解

企業の経営、経済活動に関する基礎的 ・基本的な知識 課題 レポー ト

を身に付け、国際社会の一員 としての心構えを理解する 定期考査

ことができる。 全商検定試験



5　学習計画

学

期

月

時

数

学　 習　 項　 目 学　 習　 内　 容

考

査

評 価 の 観 点

関心

意欲

思考

判断

技能

表現

知識

理解

第

1

学

期

4

月

3

3

第 1 章 くらしと企業

1 企業の活動と役割

2 企業の成長と地域

・国内および国際的な企業活動

（ビジネス活動）が、私たちに便

利で豊かな生活をもたらしている

ことを学習します。

・企業成長は地域経済に大きな貢

中

間

考

査

期

末

考

査

◎

○

○

◎

○

◎

◎

○

○

○

◎

◎

Q

◎

の発展 献となることを具体的な事例を通

して学習します。

5

月

2

5

3 企業の国際化

第2 章 わが国の企業経

営

1 企業経営の特色

・企業は国際的なビジネス活動を

展開し、資源も国際的な移動と交

換が行われていることや、わが国

の企業のグローバル化の実態を具

体的に学習します。

・日本的経営の特色やその課題

を、具体的な事例によって学習し

ます。

6

月

3

4

2　 企業経営と外部環 ・企業を取り巻く環境の変化を調

境

3 企業の社会的責任

査し、経営に必要な条件を考えま

す。

・企業の社会的責任について、そ

の内容を理解するとともに、これ

からの企業経営のあり方について

考えます。

7

月

5

第3 章 わが国の経済

1 産業構造の変化と ・わが国の経済のサービス化や農

労働 ・消費 業や製造業などの変容を通して、

産業構造全体の推移をたどりま

す。

時数合計 25



学

期

月

時

数

学　 習　 項　 目 学　 習　 内　 容

考

査

評 価 の 観 点

関心

意欲

思考

判断

技能

表現

知識

理解

第

2

学

期

9

月

3

4

2　 国民所得と経済成 ・国民所得における三面等価の仕

中

問

考

査

期

末

考

査

◎

○

○

◎

○

○

◎

◎

○

◎

長

3 財政 と金融

組みや景気変動が4 つの側面から

成立していることを理解し、その

変動要因についても考えます。

・わが国の財政制度の特徴を理解

し、金融制度改革の現状と課題に

ついて調査 ・研究します。

10

月

7

第 4 章 国際経済と企業　経営

1 貿易と国際収支 ・貿易が国民生活の維持および産

業発展に必要不可欠であることを

理解し、国際分業のメリットとデ

メリットを考えます。

・自由貿易と保護貿易を比較し、
相違点を理解します。

・日本および各国の輸出入品目を
調査し、各国の貿易の現状と課題

を学習します。

田

月

8 2　 外国為替 と国際金 ・世界各国で異なる通貨を使用し

融 ていること、また、その通貨を一

定の通貨に交換する必要がある場

合を学びます。

・外国為替と外国為替相場を理解

し、それらの変遷と戦後の国際経

済の経緯を調査します。

12

月

6 3　 企業の海外進出と ・わが国企業の海外進出の経緯と

経営 その変化について理解し、国際経

済において重要な事柄を考えま

す。

時数合計 28



学

期

月

時

数

学　 習　 項　 目 学　 習　 内　 容

考

査

評 価 の 観 点

関心

意欲

思考

判断

技能

表現

知識

理解

第

3

学

期

1

月

4

3

4　 国際マーケティン ・市場のグローバル化とマーケテ

学

年

末

考

査

◎

◎

○

○

○

○

◎

◎

グ

第5 章 国際経済事情

イングの国際化に関する知識を習

得し、国際社会において企業が重

祝すべきものについて学習しま

す。

1　 国際交流の諸課題 ・国際ビジネスにおける課題を具

体的に取り上げ、その現状や対策

について学習します。

2

月

6 2　 国際機構の役割 と ・戦後から現在にいたるまでの国

課題 際経済体制の変化や、国際機構の

役割について学習します。

・国際経済体制において、中心的

役割を果たした I M F とG A T T

について学習します。

3

月

4 3　 地域経済事情 ・地域の発展 ・成長をねらいとし

た世界的な地域連携の動向につい

て学習します。

・世界ゐ地域経済統合において、

それぞれの構成国についての理解

を深め、その趣旨を学習します。

時数合計 17


